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３
月
定
例
会
お
よ
び
臨
時
会
を
開
催
し
、
人
事
案
件
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
に
つ
い
て

審
査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
ま
た
８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。令

和
５
年
度

当
初
予
算
　
⋮
⋮
⋮　
４
～
５
ペ
ー
ジ

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

人

　事
　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
　
５
ペ
ー
ジ

　
人
権
擁
護
委
員

　
和
田
財
産
区
管
理
会

　
　
　
　
　
　
　
　
財
産
区
管
理
委
員
　
　

条

　例
　
⋮
⋮
⋮
⋮
　
５
～
６
ペ
ー
ジ

　
個
人
情
報
の
保
護

　
附
属
機
関
の
設
置

　
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
の
新
設

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
安
全
確
保

　
太
陽
館
の
利
用
料
改
正

　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
改
正

　
出
産
一
時
金
の
増
額

　
国
保
税
率
の
引
き
上
げ

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
料
改
正

　
犯
罪
被
害
者
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
計
16
件

選

　挙
　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
　
６
ペ
ー
ジ

　
町
議
会
副
議
長

そ
の
他
　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
　
６
ペ
ー
ジ

　
宮
下
辺
地
整
備

所
管
事
務
調
査　
⋮　
７
～
８
ペ
ー
ジ

　
総
務
文
教
委
員
会

　
産
業
厚
生
委
員
会

議
員
が
問
う　
⋮
⋮　
９
～
17
ペ
ー
ジ

　
直
島
　
義
友 

議
員

　
佐
藤
　
仁
一 

議
員

　
伊
澤
　
良
治 

議
員

　
秋
葉
　
晶
子 

議
員

　
数
馬
　
治
男 

議
員

　
菊
地
　
英
雄 

議
員

　
島
津
　
正
幸 

議
員

　
山
木
　
由
美 

議
員

令和５年度　一般会計　当初予算可決（前年比１６億円増）

１２６億４０００万円
令和７年度開庁に向けて
  新庁舎建設費１７億９１７６万円

一　般　質　問 委員会報告 議　　　案　　　審　　　査
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令
和
５
年
度

当
初
予
算
　
⋮
⋮
⋮　
４
～
５
ペ
ー
ジ

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

人

　事
　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
　
５
ペ
ー
ジ

　
人
権
擁
護
委
員

　
和
田
財
産
区
管
理
会

　
　
　
　
　
　
　
　
財
産
区
管
理
委
員
　
　

条

　例
　
⋮
⋮
⋮
⋮
　
５
～
６
ペ
ー
ジ

　
個
人
情
報
の
保
護

　
附
属
機
関
の
設
置

　
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
の
新
設

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
安
全
確
保

　
太
陽
館
の
利
用
料
改
正

　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
改
正

　
出
産
一
時
金
の
増
額

　
国
保
税
率
の
引
き
上
げ

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
料
改
正

　
犯
罪
被
害
者
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
計
16
件

選

　挙
　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
　
６
ペ
ー
ジ

　
町
議
会
副
議
長

そ
の
他
　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
　
６
ペ
ー
ジ

　
宮
下
辺
地
整
備

所
管
事
務
調
査　
⋮　
７
～
８
ペ
ー
ジ

　
総
務
文
教
委
員
会

　
産
業
厚
生
委
員
会

議
員
が
問
う　
⋮
⋮　
９
～
17
ペ
ー
ジ

　
直
島
　
義
友 

議
員

　
佐
藤
　
仁
一 

議
員

　
伊
澤
　
良
治 

議
員

　
秋
葉
　
晶
子 

議
員

　
数
馬
　
治
男 

議
員

　
菊
地
　
英
雄 

議
員

　
島
津
　
正
幸 

議
員

　
山
木
　
由
美 

議
員

１２６億４０００万円
主　な　事　業

一　般　質　問 委員会報告 議　　　案　　　審　　　査

第３子以降給食無償化
４９２万円

二井宿キャンプ場実施設計
１８３４万円

フォーチュンタウン駅西助成
１１７５万円

病児保育「まほろん」運営費
１１８８万円

キャンプ場イメージ
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当
初
予
算

令
和
５
年
度

ふ
る
さ
と
納
税５

億
円

一
般
会
計

歳

　入

議 案 審 査

問
　
令
和
４
年
度
よ
り

１
億
円
の
増
収
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
そ
の
方
策
は
。

答
　
市
場
２
位
の
楽
天

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
新
た

に
活
用
し
、
目
標
額
の
達

成
を
目
指
す
。

　
学
校
給
食
費
の
負
担
軽

減
、
食
材
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
、
給
食
費
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
。

　
食
材
費
補
助
に
６
８
７

万
円
、
第
３
子
以
降
の
無

償
化
に
４
９
２
万
円
。

問
　
無
償
化
の
財
源
と

し
て
ふ
る
さ
と
納
税
を

充
て
る
と
の
こ
と
だ

が
、
納
税
額
が
１
億
円
増

額
の
見
込
み
で
あ
れ
ば
、

３
０
０
０
万
円
程
度
の
予

算
は
確
保
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

答
　
予
想
以
上
の
物
価
高

騰
に
よ
り
、
給
食
費
に
回

す
余
裕
が
な
く
な
っ
た
。

問
　
公
約
で
あ
る
給
食
費

の
無
償
化
の
対
象
が
第
３

子
以
降
だ
け
で
は
全
く
足

り
な
い
。
不
満
の
声
が
多

く
上
が
っ
て
い
る
が
見
直

す
つ
も
り
は
な
い
か
。

答
　
４
年
度
の
支
出
額
が

ほ
ぼ
確
定
し
た
の
で
、
第

３
子
以
降
の
無
償
化
に
加

え
、
６
月
に
向
け
３
割
程

度
の
補
助
を
検
討
す
る
。

　
た
だ
し
、
事
務
手
続
き

が
あ
る
た
め
、
予
算
可
決

後
す
ぐ
の
実
施
と
は
な
ら

な
い
。

問
　
前
年
度
予
算
の
余
剰

金
を
充
て
る
と
の
こ
と
だ

が
、
継
続
性
は
あ
る
の
か
。

答
　
次
年
度
以
降
も
必
ず

継
続
す
る
。

　
老
朽
化
し
た
庁
舎
を
、

７
年
度
開
庁
に
向
け
建
て

替
え
る
も
の
。

　
計
画
当
初
の
建
屋
建
設

の
見
積
も
り
は
約
30
億
円

で
あ
っ
た
が
、
資
材
、
人

件
費
等
の
値
上
が
り
に
よ

り
約
42
億
円
に
増
額
と
な

っ
た
。

問
　
建
設
費
の
上
昇
や
債

務
の
償
還
等
、
町
の
財
政

が
心
配
さ
れ
る
。
長
期
的

な
財
政
計
画
を
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
４
月
の
入
札
後
に
10

か
年
の
財
政
計
画
を
作
成

す
る
。
起
債
償
還
の
ピ
ー

ク
は
７
年
度
と
見
て
い
る
。

　
二
井
宿
地
区
の
活
性
化
、

交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
、

豚
舎
跡
地
に
キ
ャ
ン
プ
場

を
整
備
す
る
も
の
。

　
進
入
路
の
用
地
買
収
お

よ
び
実
施
設
計
を
行
う
。

　
５
年
度
中
に
実
証
実
験

を
行
う
。
予
算
に
つ
い
て

は
積
算
後
に
提
案
。

問
　
実
証
実
験
の
内
容
は
。

答
　
白
鷹
町
の
制
度
を
参

考
に
し
、
利
用
者
数
、
費

用
対
効
果
を
調
査
す
る
。

他
の
病
院
に
通
っ
て
い
る

町
民
も
い
る
た
め
、
公
平

性
を
保
つ
た
め
に
費
用
対

効
果
の
調
査
が
必
要
と
な

る
。

　
和
田
地
区
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
ク
ラ

ブ
」
を
農
協
和
田
支
所
閉

所
後
に
移
転
す
る
も
の
。

　
10
月
以
降
と
な
る
見
込

み
。

　
町
内
へ
の
移
住
定
住
を

促
進
す
る
た
め
、
旧
四
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
地
へ
の

住
宅
建
設
を
支
援
す
る
も

の
。

問
　
具
体
的
な
支
援
内
容

は
。

答
　
主
な
も
の
と
し
て
、

土
地
購
入
、
町
内
建
設
業

者
利
用
に
対
す
る
支
援
が

あ
る
。
建
設
に
対
す
る
支

援
は
、
土
地
購
入
後
か
ら

２
年
以
内
と
な
る
。

問
　
５
年
度
よ
り
運
営
を

開
始
す
る
、
病
児
保
育
施

設
「
ま
ほ
ろ
ん
」
の
利
用

者
数
の
見
込
み
は
。

答
　
１
０
０
名
で
予
算
化

し
て
い
る
が
、
実
際
は

１
５
０
名
程
度
の
利
用
を

見
込
ん
で
い
る
。

問
　
若
者
の
活
字
離
れ
が

進
ん
で
い
る
中
、
図
書
館

の
利
用
状
況
は
。

答
　
平
日
１
０
０
名
、
休

日
２
０
０
名
程
度
の
利
用

が
あ
る
。

　
中
高
生
は
学
習
室
の
利

用
が
多
い
。
学
習
室
近
く

に
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
活
字
に
触
れ
る

歳

　出

学
校
給
食
無
償
化

１
１
８
０
万
円

新
庁
舎
建
設

17
億
９
１
７
６
万
円

二
井
宿
キ
ャ
ン
プ
場

１
８
３
４
万
円

置
賜
総
合
病
院
へ
の

デ
マ
ン
ド
交
通
延
伸

予
算
な
し

「
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
」移
転

２
５
０
万
円

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
タ
ウ
ン

駅
西
購
入
助
成

１
１
７
５
万
円

「
ま
ほ
ろ
ん
」運
営

１
１
８
８
万
円

図
書
館
運
営

４
５
１
８
万
円

令和元年度　２年度　　３年度　　４年度　　５年度

６

５

４

３

２

１

０

（億円）

■

■

■

■

■5.00

3.48

2.49

1.36

0.21

ふるさと納税寄附金推移
５億円目標
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議 案 審 査

機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

 

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
左

記
人
事
を
提
案
す
る
も
の
。

　
竹
森
　
　
山
口
良
二
氏

同
意

　
元
和
田
　
二
宮
雅
俊
氏

　
下
和
田
　
鈴
木
敏
一
氏

　
馬
頭
　
　
青
野
一
志
氏

　
元
和
田
　
渡
部
浩
市
氏

　
元
和
田
　
安
部
正
人
氏

同
意

◆
個
人
情
報
の
保
護
に
関

　
す
る
法
律
施
行
条
例
の

　
設
定

◆
情
報
公
開
条
例
の
設
定

◆
情
報
公
開
、
個
人
情
報

　
保
護
審
査
会
条
例
の
設

　
定

◆
個
人
情
報
の
保
護
に
関

　
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

　
う
関
係
条
例
の
整
理
に

　
関
す
る
条
例
の
設
定

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応

し
た
個
人
情
報
保
護
と
、

デ
ー
タ
流
通
の
両
立
を
目

的
と
し
た
法
律
改
正
に
よ

り
、
全
国
共
通
ル
ー
ル
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
当
町
の

現
行
制
度
で
あ
る
情
報
公

開
及
び
個
人
情
報
保
護
条

例
を
廃
止
し
、
新
た
な
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

問
　
個
人
情
報
保
護
制
度

が
全
国
共
通
化
さ
れ
る
こ

と
で
、
営
利
目
的
へ
の
利

用
な
ど
も
心
配
さ
れ
る
が
、

町
民
の
人
権
を
守
る
視
点

で
安
全
性
は
ど
う
確
保
さ

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答
　
民
間
及
び
行
政
機
関

は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も

守
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
個
人
情
報
保
護
委
員
会

の
一
元
的
な
管
理
と
な
り
、

行
政
も
そ
の
監
視
範
囲
に

入
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以

上
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
、
法
制
化
に
よ
り
安

全
性
は
確
保
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

◆
附
属
機
関
設
置
条
例
の

　
一
部
改
正

　
５
年
度
に
向
け
、
各
執

行
機
関
の
附
属
機
関
を
整

理
す
る
も
の
。

追
　
加

◦
障
が
い
者
プ
ラ
ン
策
定

　
委
員
会

◦
医
療
的
ケ
ア
児
ガ
イ
ド

　
ラ
イ
ン
策
定
委
員
会

◦
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
検
討

　
委
員
会

廃
　
止

◦
第
２
次
子
ど
も
読
書
活

　
動
推
進
計
画
策
定
委
員

　
会

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

◆
特
別
会
計
設
置
条
例
の

　
一
部
改
正

◆
訪
問
看
護
事
業
基
金
条

　
例
の
廃
止

◆
宅
地
造
成
事
業
償
還
基

　
金
条
例
の
設
定

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

る
、
訪
問
看
護
事
業
特
別

会
計
及
び
そ
の
基
金
を
廃

止
す
る
も
の
。
訪
問
看
護

事
業
は
一
般
会
計
で
継
続

す
る
。

　
ま
た
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン

タ
ウ
ン
駅
西
宅
地
造
成
の

た
め
の
特
別
会
計
と
、
借

入
金
返
済
の
た
め
の
基
金

を
新
設
す
る
も
の
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

◆
放
課
後
児
童
育
成
健
全

　
事
業
の
設
備
及
び
運
営

　
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　
る
条
令
の
一
部
改
正

　
事
業
者
に
安
全
計
画
及

び
業
務
継
続
計
画
の
策
定

を
義
務
付
け
、
利
用
児
童

の
安
全
確
保
を
図
る
も
の
。

　
た
だ
し
、
５
年
度
は
努

力
義
務
と
す
る
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

 

人

　事

人
権
擁
護
委
員

和
田
財
産
区
管
理
会

財
産
区
管
理
委
員

条

　例

個
人
情
報
の
保
護

附
属
機
関
の
設
置

宅
地
造
成
事
業

特
別
会
計
の
新
設

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

安
全
確
保

高畠病院　
　収益的収入…２５億９９７９万円
　収益的支出…２５億９９７３万円

水道
　収益的収入……５億４６８１万円
　収益的支出……５億２２４５万円

国民健康保険　……　２５億４６５４万円

介護保険　…………　２８億４７０１万円

下水道等、水道関連会計

　　 …………　合計　９億６３０３万円

宅地造成〈新規〉………　３８９８万円

その他会計……合計　２億７１４５万円

前年度比0.1％減 前年度比2.9％増 35億2566万円66億6704万円
特別会計 企業会計
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議 案 審 査

◆
太
陽
館
の
設
置
及
び
管 

　
理
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正

　
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、

利
用
料
の
一
部
を
引
き
上

げ
る
も
の
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

問
　
太
陽
館
の
開
館
時
間

が
12
月
か
ら
３
月
ま
で
は

午
前
７
時
30
分
と
な
っ
て

い
る
。
年
間
通
し
て
午
前

７
時
か
ら
開
館
で
き
な
い

か
。

答
　
観
光
協
会
と
も
相
談

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

◆
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正

　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
利
用
料
に
、
連
続
利
用

料
金
を
追
加
す
る
も
の
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

問
　
現
在
ま
で
の
利
用
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
料

金
改
定
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答
　
月
平
均
15
名
で
あ
る
。

料
金
改
訂
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
企
業
や
団
体

等
に
働
き
か
け
て
利
用
者

を
増
や
し
た
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
改
正

　
出
産
育
児
一
時
金
の
額

を
42
万
円
か
ら
50
万
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
改
正

　
国
保
会
計
の
健
全
な
運

営
の
た
め
、
県
の
示
す
標

準
保
険
税
に
合
わ
せ
、
税

率
を
５
年
度
か
ら
７
年
度

の
３
年
か
け
て
引
き
上
げ

る
も
の
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

◆
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

障
が
い
者
と
同
乗
す
る
介

助
者
の
利
用
料
を
３
０
０

円
と
す
る
も
の
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

◆
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

　
令
の
設
定

　
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援

に
関
し
、
基
本
理
念
を
定

め
、
町
、
町
民
及
び
事
業

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、

必
要
な
施
策
を
推
進
す
る

た
め
設
定
す
る
も
の
。

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

問
　
町
民
の
責
務
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
犯
罪
被
害
者
に
寄
り

添
い
、
理
解
を
深
め
、
一

日
も
早
い
回
復
を
支
え
る

こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
案
件
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

　
鏡
善
弘
副
議
長
の
逝
去

に
伴
い
、
副
議
長
を
選
挙

す
る
も
の
。

佐
藤
　
仁
一
議
員

当
選

◆
宮
下
辺
地
に
係
る
総
合

　
整
備
計
画
の
変
更

　
二
井
宿
キ
ャ
ン
プ
場
整

備
費
９
８
４
万
円
を
追
加

し
、
総
額
２
２
３
４
万
円

と
す
る
も
の
。

可
決 

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
利
用
料
改
正

太
陽
館
の利

用
料
改
正

選

　挙

そ
の
他

宮
下
辺
地
整
備

▲多くの利用が望まれる太陽館

出
産
一
時
金
の
増
額

国
保
税
率
の
引
き
上
げ

デ
マ
ン
ド
交
通
の

利
用
料
改
正

犯
罪
被
害
者
の
支
援

町
議
会
副
議
長

普 通 利 用 おとな　300円 → 400円

回 数 券 利 用 おとな　  8回 2000円 →   6回 2000円
おとな　12回 3000円 → 12回 4000円

定 期 券 利 用
おとな　3 か月 17000円 → 2 か月 15000円
こども　3 か月  6000円 → 2 か月  4000円

テニスコート
夜 間 照 明 400円 → 600円

産業振興センター 利 用 料 金

会議室１ 200円 / 時間

会議室２ 200円 / 時間

ミーティングルーム
200円 / 時間
500円 / 日　
2000円 / 週　

コワーキングスペース

200円 / 時間
500円 / 日　
2000円 / 週　
7000円 / 月　
18000円 / ３月
30000円 / ６月

ミーティングルーム
コワーキングスペース
貸し切り使用

4000円 / 時間

10000円 /日　

2023.4.20 －７－

所
管事務

調
査

総
務
文
教

公
共
施
設
の
管
理

▲地域と学校を結び、活躍が期待されるコーディネーター

委員会報告

問
　
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

財
政
的
な
見
直
し
な
ど
の

課
題
は
な
い
か
。

答
　
物
価
高
騰
に
よ
り
、

工
事
費
が
１
・
４
倍
に
膨

ら
む
。
建
屋
が
約
30
億
５

０
０
０
万
円
か
ら
12
億
円

ほ
ど
増
え
る
見
込
み
で
あ

る
。
２
月
末
に
実
施
設
計

完
成
、
４
月
早
々
に
入
札
、

発
注
し
、
４
月
の
臨
時
会

で
契
約
案
件
を
提
案
し
た

い
。

問
　
特
別
支
援
学
級
に
お

い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利

用
し
た
教
育
の
状
況
は
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い

に
応
じ
た
教
材
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
掲
示
し
授
業
に

活
用
し
て
い
る
。
目
に
障

が
い
が
あ
る
子
に
は
「
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
」
を
使
用

し
て
い
る
。

問
　
糠
野
目
地
区
で
の
公

共
交
通
の
検
討
内
容
は
。

答
　
糠
野
目
地
区
の
区
長

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
お
知
ら

せ
し
た
段
階
で
あ
る
。

問
　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
導
入
と
な
れ
ば
、
タ
ク

シ
ー
会
社
へ
の
配
慮
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

は
先
の
話
で
あ
り
、
ま
ず

は
町
長
が
約
束
し
た
デ
マ

ン
ド
交
通
の
延
伸
に
取
り

組
む
。
白
鷹
町
の
取
り
組

み
を
モ
デ
ル
に
実
証
実
験

を
行
い
た
い
。

問
　
都
会
か
ら
の
高
畠
体

験
事
業
を
推
進
し
、
移
住

に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
　
小
学
生
が
い
る
家
庭

を
対
象
に
、
お
試
し
で
町

に
居
住
す
る
仕
組
み
の
事

業
化
に
向
け
、
徳
島
県
の

デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
事
業

を
参
考
に
導
入
で
き
な
い

か
調
査
し
て
い
る
。

問
　
今
、
町
内
に
い
る
子

ど
も
た
ち
が
地
元
に
残
る

た
め
の
施
策
、
仕
組
み
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
地
元
の
優
良
企
業
を

知
ら
な
い
た
め
、
大
学
卒

業
時
に
地
元
に
帰
っ
て
こ

な
い
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
教
育
に
お
い
て

町
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

施
策
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問
　
熱
中
小
学
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
移
住
定
住
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
何

か
変
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
関
係
人
口
は
増
え
た

が
、
若
者
へ
の
波
及
が
弱

か
っ
た
。
学
生
向
け
の
移

住
定
住
促
進
事
業
を
作
り
、

学
生
に
高
畠
町
が
ど
ん
な

町
か
触
れ
て
も
ら
い
、
波

及
す
る
形
で
事
業
を
進
め

て
い
る
。

期
日

　
　
令
和
５
年
１
月
16
日

　
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

各
地
区
の
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
意
見
交
換
を

行
い
、
活
動
の
状
況
、
今

後
の
課
題
や
要
望
な
ど
を

伺
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
研
修

会
の
参
加
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
同
士
の
会
議
な

ど
が
開
催
で
き
ず
に
苦
労

し
て
い
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

問
　
い
よ
い
よ
病
児
保
育

施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
ど
の
く
ら
い
ニ
ー
ズ
が

あ
る
か
だ
が
、
定
員
オ
ー

バ
ー
に
な
っ
た
時
に
空
き

情
報
が
わ
か
る
よ
う
、
置

賜
全
体
の
病
児
保
育
施
設

間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
近
隣
の
病
児
保
育
施

設
の
視
察
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
可
能
性
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

教
育
環
境

地
域
公
共
交
通

移
住
定
住

学
校
支
援
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の

意
見
交
換
会

産
業
厚
生

「
ま
ほ
ろ
ん
」
開
所
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表　彰
自治功労者表彰（１５年）

自治功労者表彰（１１年）

島津　正幸　議員

　　近野　　誠　議員

数馬　治男　議員

故　鏡　　善弘　議員

委員会報告

問
　
こ
の
春
の
融
雪
と
雨

で
、
日
向
集
落
の
道
路
が

冠
水
し
た
。
冠
水
が
恒
常

的
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
整
備
、
管
理
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
令
和
元
年
に
改
修
し

て
い
る
。
現
在
計
画
に

入
っ
て
い
な
い
た
め
、
現

地
を
見
て
対
応
を
考
え
て

い
く
。

問
　
国
で
は
、
マ
ス
ク
着

用
緩
和
の
方
向
で
あ
る
が
、

町
で
は
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
て
判
断
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
な

れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に

な
る
と
思
う
。
判
断
材
料

と
な
る
国
の
情
報
に
つ
い

美々さん（１９歳・学生）
 テレビの画面越しに見るのと、
実体験するのではイメージが大き
く変わると思った。

李々子さん（１９歳・学生）
 想像していたよりも柔らかな雰
囲気で、活発に質問できると感じ
ました。

治一さん（７５歳）
 活発な議論、核心をついてもら
いたい。

議会を傍聴して

▲整備が求められる日向の道路

て
は
、
町
で
提
供
し
て
い

く
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中

で
、
子
ど
も
の
居
場
所
の

状
況
は
。

答
　
学
び
と
交
流
の
場
、

「
サ
ー
ド
」
や
こ
ど
も
食

堂
は
通
常
ど
お
り
実
施
し

て
い
る
。
ク
ラ
ス
閉
鎖
の

措
置
が
と
ら
れ
た
時
は
、

若
干
制
限
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

問
　
４
月
か
ら
本
格
的
に

電
気
代
が
高
騰
と
な
れ
ば
、

町
の
産
業
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
す
が
町
の
対
応
は
。

答
　
４
年
度
は
臨
時
交
付

金
で
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
国
の
支
援
策
に
期

待
し
た
い
。
国
の
方
針
に

添
っ
て
対
策
し
て
い
く
。

問
　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
空
き
家
を
解
体
し
た

場
合
、
廃
材
処
分
へ
の
支

援
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

日
向
集
落
の

恒
常
的
な
道
路
冠
水

物
価
高
騰
対
策

空
き
家
撤
去
支
援

鶴
岡
市
の
事
例
を
参
考
に

検
討
し
て
い
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

監査功労者表彰（７年）

中川　正昭　議員

マ
ス
ク
対
応

子
ど
も
の
居
場
所

2023.4.20 －９－

　 　議員が問う！　
高畠町の今とこれから

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
議
員
提
案
も
含
め
て
町
に
考
え
を
聞
く
の
が
「
一
般
質
問
」
。

３
月
定
例
会
で
は
、
１
３
名
中
８
名
が
登
壇
し
、
町
政
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

直 島 義 友  議 員 （１０ページ）　
　 ◇新庁舎建設について
　　 　　＊旧一中校舎の跡地利用について　　＊ＤＩＹスマート農業の促進について

佐 藤 仁 一  議 員 （１１ページ） 
　 ◇酪農情勢について
　　　　 ＊通園バスの安全管理は　　＊人口減少対策

伊 澤 良 治  議 員 （１２ページ） 
　　◇健康増進計画ついて
　　　　 ＊難聴対策は　　＊置賜総合病院への足の確保は進んでいるか

秋 葉 晶 子  議 員 （１３ページ） 
  ◇移住・定住促進を
　　　　 ＊介護保険事業の充実に向けて

数 馬 治 男  議 員 （１４ページ） 

　 ◇令和５年度　施政方針について

菊 地 英 雄  議 員 （１５ページ） 
　 ◇どう目指すのか、町内小学校の将来は
　　　　 ＊多様性の時代における男女共同参画施策の現状は

島 津 正 幸  議 員 （１６ページ） 

　 ◇令和５年度　施政方針の実践に向けて

山 木 由 美  議 員 （１７ページ） 

　 ◇ひきこもり対策について

一般質問の動画配信は、

  こちらの QR コードから。

一 般 質 問
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直 島 義 友　議員

町長　補助金、起債、基金等である

新庁舎建設

　多額の資金調達の方法は

▲旧一中跡地

問
　
当
初
の
新
庁
舎
設
計

は
、
現
庁
舎
の
南
側
に
２

階
建
て
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
用
地
買
収
の
失
敗
に

よ
り
再
設
計
し
た
結
果
、

敷
地
を
西
側
に
変
更
し
３

階
建
て
と
な
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
新
庁

舎
の
基
礎
工
事
が
始
ま
る

が
、
建
設
資
材
の
高
騰
に

よ
り
、
新
庁
舎
建
設
の
全

体
事
業
費
は
い
く
ら
と

な
っ
た
の
か
。
必
要
と
な

る
多
額
の
資
金
は
ど
の
よ

う
に
調
達
す
る
の
か
。

答
　
国
庫
補
助
金
、
起
債
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
の

取
り
崩
し
お
よ
び
、
一
般

財
源
で
あ
る
。

問
　
起
債
償
還
の
全
額
が

交
付
税
で
交
付
さ
れ
る
の

か
。

答
　
全
額
で
は
な
く
、
元

利
償
還
金
の
22
・
５
％
相

当
分
が
交
付
税
措
置
と
な

る
。

問
　
多
額
の
新
庁
舎
建
設

費
が
、
町
財
政
に
影
響
を

与
え
な
い
か
。

答
　
地
方
自
治
財
政
の
特

徴
と
し
て
、
多
く
の
費
用

を
必
要
と
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
起
債
を
活
用
し

財
政
負
担
を
長
期
に
わ

た
っ
て
分
散
さ
せ
る
。

　
７
年
度
に
償
還
額
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
降

徐
々
に
減
少
す
る
。

　
起
債
の
償
還
額
と
、
新

規
事
業
に
よ
る
借
入
額
の

調
整
を
必
要
と
す
る
。

問
　
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
状
況
下
で
、

箱
物
は
完
成
後
の
維
持
管

理
が
大
き
な
負
担
と
な
る
。

　
箱
物
建
設
に
つ
い
て
の

町
長
の
考
え
、
お
よ
び
今

後
の
建
設
計
画
は
。

答
　
施
設
運
用
の
安
全
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、

改
修
工
事
費
の
増
加
も
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
老
朽
化
の
著
し
い
、
亀

岡
地
区
公
民
館
、
お
よ
び

和
田
地
区
公
民
館
の
改
修

建
築
を
考
え
て
い
る
。

問
　
昨
年
10
月
に
一
般
質

問
し
た
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

ブ
ド
ウ
の
栽
培
用
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、
湿

度
を
管
理
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
の
実
証
実
験
の
評
価

は
。

答
　
町
内
４
か
所
の
樹
園

地
で
、
冬
期
間
を
含
め
た

１
年
間
の
実
証
実
験
で
あ

る
こ
と
を
答
弁
し
た
。

　
現
在
も
実
証
実
験
中
で

あ
り
、
そ
の
結
果
や
評
価

等
の
作
業
は
４
月
以
降
に

実
施
す
る
。

問
　
民
間
企
業
に
利
用
し

て
も
ら
う
か
、
増
植
・
整

備
し
桜
公
園
と
し
て
は
ど

う
か
。
町
の
計
画
案
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

町
民
利
用
の
体
育
館
と
し

て
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

　
桜
は
老
木
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
維
持
管
理
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
、
国
道
や
主

要
町
道
の
堤
に
植
栽
さ
れ
、

根
回
り
も
浅
く
倒
木
の
危

険
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
検

討
す
る
。

Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

旧
第
一
中
学
校
の

跡
地
利
用

一 般 質 問
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町長　安全管理の監査、指導を実施した

通園バスの安全管理は

佐 藤 仁 一　議員

問
　
令
和
４
年
度
の
夏
、

静
岡
県
で
３
歳
の
女
の
子

が
バ
ス
内
の
置
き
去
り
事

故
で
亡
く
な
っ
た
。
職
員

の
初
歩
的
な
ミ
ス
が
事
故

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

う
。

　
事
故
を
受
け
、
国
で
も

安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
町
で
は
通

園
バ
ス
の
安
全
管
理
と
再

発
防
止
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
対
応
は
ど

う
か
。

答
　
幼
児
施
設
に
対
し
て

は
、
国
の
新
た
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
バ
ス
の
安

全
管
理
に
特
化
し
た
監
査

及
び
指
導
を
実
施
し
た
。

　
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
つ
い
て
も
、
業
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
正
し
、

降
車
時
の
再
確
認
な
ど
置

き
去
り
防
止
対
策
を
講
じ

て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
安
全
管
理

の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
人
口
が
ス
ピ
ー
ド
を

あ
げ
て
減
少
し
て
い
る
。

高
畠
町
も
20
年
後
ま
で
に

６
０
０
０
人
程
度
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
。

　
人
口
減
少
対
策
に
特
効

薬
は
な
い
も
の
の
、
進
学

と
就
職
時
に
若
い
人
の
流

出
を
可
能
な
限
り
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
地
元
定
着
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
置
賜
地
区
雇
用
対
策

協
議
会
が
置
賜
管
内
の
高

校
生
を
対
象
に
合
同
企
業

説
明
会
等
を
開
催
し
、
地

元
定
着
へ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
５
年
度
は
高
畠

中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、

職
業
体
験
事
業
を
計
画
し

て
い
る
。

　
職
業
と
地
元
企
業
へ
の

理
解
を
深
め
、
地
元
定
着

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

問
　
４
年
度
後
半
よ
り
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
に

よ
る
穀
物
飼
料
価
格
の
上

昇
に
加
え
、
急
激
な
円
高

に
よ
る
輸
入
飼
料
の
高
騰

な
ど
、
酪
農
環
境
は
危
機

的
状
況
に
あ
る
。

　
４
年
度
後
半
に
一
定
の

支
援
が
あ
っ
た
も
の
の
、

現
在
の
厳
し
さ
は
自
助
努

力
の
限
界
を
超
え
て
お
り
、

廃
業
も
出
始
め
て
い
る
。

　
歴
史
あ
る
高
畠
の
酪
農

に
さ
ら
な
る
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
配
合
飼
料
１
ト
ン
当

た
り
に
対
す
る
補
助
金
や

家
畜
１
頭
当
た
り
に
対
す

る
補
助
金
を
交
付
す
る
な

ど
の
支
援
策
を
講
じ
て
き

た
。
い
ず
れ
も
国
の
臨
時

交
付
金
を
財
源
と
し
て
い

る
が
、
５
年
度
も
交
付
さ

れ
る
か
の
情
報
は
な
い
。

　
今
後
も
配
合
飼
料
等
の

価
格
高
騰
が
続
く
の
で
あ

れ
ば
支
援
は
必
要
で
あ
る

が
、
町
独
自
予
算
で
こ
れ

ま
で
と
同
等
の
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。▲経営が厳しさを増している酪農業

人
口
減
少
対
策
は

酪
農
業
に
支
援
を

一 般 質 問
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伊 澤 良 治　議員

町長　近隣自治体の運行を参考とする

▲町民の足、デマンド交通

問
　
お
金
の
心
配
な
く
通

院
で
き
、
治
療
を
受
け
る

こ
と
は
町
民
み
ん
な
の
願

い
で
あ
り
、
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。

　
置
賜
総
合
病
院
へ
の
デ

マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
　
近
隣
自
治
体
の
実
証

運
行
を
参
考
と
す
る
。

　
た
だ
し
、
関
係
機
関
や

デ
マ
ン
ド
運
行
を
委
託
し

て
い
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者

と
の
協
議
が
整
っ
て
お
ら

ず
、
運
行
形
態
に
つ
い
て

説
明
で
き
る
段
階
に
は
な

い
。

問
　「
が
ん
」
対
策
は
検

診
に
よ
る
早
期
発
見
、
治

療
が
有
効
で
あ
る
。

　「
受
診
し
や
す
い
健
診

体
制
の
充
実
を
図
る
」
た

め
の
取
り
組
み
は
。

答
　
町
で
は
、
が
ん
検
診

の
受
診
率
向
上
対
策
と
し

て
、
年
間
１
３
０
日
を
超

え
る
検
診
日
を
設
け
、
土

曜
日
検
診
も
行
う
な
ど
、

受
診
し
や
す
い
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
個
別
勧
奨
も

行
い
、
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

問
　
本
町
の
脳
血
管
疾
患

の
死
亡
率
は
国
、
県
を
大

き
く
上
回
り
、
国
平
均
を

１
０
０
と
す
る
と
、
男
性

１
４
７
、
女
性
１
７
５
で

あ
る
。
こ
の
傾
向
は
い
つ

ご
ろ
か
ら
で
、
そ
の
要
因

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
　
平
成
20
年
ご
ろ
も
、

同
様
の
傾
向
で
あ
る
が
、

町
独
自
の
傾
向
で
あ
る
か

は
定
か
で
な
い
。

　
脳
血
管
疾
患
の
危
険
因

子
と
し
て
、
高
血
圧
、
喫

煙
、
運
動
不
足
、
多
量
飲

酒
、
ス
ト
レ
ス
や
睡
眠
不

足
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

習
慣
が
関
係
し
て
い
る
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
動
脈
硬
化
、
高
血
圧

の
要
因
と
し
て
塩
分
摂
取

過
多
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

減
塩
運
動
を
誰
で
も
お
い

し
く
、
楽
し
く
、
ど
の
家

庭
で
も
取
り
組
め
れ
ば
と

考
え
る
。

　
減
塩
運
動
の
「
見
え
る

化
」
の
取
り
組
み
を
ど
う

進
め
て
い
く
か
。

答
　
町
民
自
ら
が
減
塩
の

必
要
性
を
理
解
し
、
減
塩

を
意
識
し
た
生
活
を
送
る

よ
う
、
情
報
提
供
等
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
減
塩
レ
シ
ピ
集
を
作
成

し
て
げ
ん
き
館
内
に
配
置

し
た
り
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

の
方
に
配
っ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
継
続
的
な
活
動
を

進
め
て
い
く
。

問
　
高
齢
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
難
聴
者
が
増
加
す
る
。

難
聴
は
認
知
症
発
症
の
危

険
因
子
の
一
つ
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

　
高
畠
病
院
に
は
耳
鼻
科

が
な
く
、
専
門
の
開
業
医

も
い
な
い
。
一
定
年
齢
で

聴
力
検
査
が
で
き
る
体
制

を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
難
聴
は
認
知
症
の
危

険
因
子
と
さ
れ
て
お
り
、

県
内
で
も
、
聴
覚
機
能
の

衰
え
で
あ
る
「
ヒ
ア
リ
ン

グ
フ
レ
イ
ル
」
に
着
目
し
、

事
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　
認
知
症
予
防
を
総
合
的

に
進
め
て
行
く
た
め
に
も
、

検
討
が
必
要
な
分
野
と
考

え
て
い
る
。

置総病院へのデマンド交通延伸

　実証実験の内容は

が
ん
検
診
率

向
上
対
策
は

脳
血
管
疾
患

要
因
と
対
策
は

減
塩
運
動
の
推
進
を

難
聴
対
策
は

一 般 質 問
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町長　空き家バンク充実など、総合的に進める

総合的な移住政策の展開を

秋 葉 晶 子　議員

▲大学生に移住の体験を伝える ～いま地方が面白い～

問
　
移
住
す
る
者
に
と
っ

て
、
首
都
圏
か
ら
地
方
へ

の
移
住
は
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
こ
と
で
あ
る
。

　
住
ま
い
、
仕
事
な
ど
を

含
め
、
相
談
窓
口
を
強
化

し
て
は
ど
う
か
。

答
　
ま
ず
、
空
き
家
対
策

も
含
め
て
、
不
動
産
業
者

に
委
託
し
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
総
合
的
な
対
応
は
町
が

行
い
、
そ
の
中
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
の
連
携
も

考
え
る
。

問
　「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
タ

ウ
ン
駅
西
」
を
進
め
る
に

当
た
り
、
子
育
て
世
帯
に

手
厚
く
支
援
す
る
こ
と
に

や
す
な
ど
の
対
応
、
ま
た

糠
野
目
小
に
は
使
用
可
能

な
教
室
が
あ
り
、
対
応
は

可
能
と
考
え
て
い
る
。
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
場
所
等
の
確
保
が

必
要
と
な
る
た
め
、
今
後

検
討
し
た
い
。

問
　
移
住
、
定
住
の
前
段

階
と
し
て
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
空
き
家
の
短
期
貸

し
出
し
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
の
利
用
な
ど
、

髙
畠
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
う
機
会
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
か
。

答
　
令
和
５
年
度
に
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
を
専
門
業

者
に
委
託
し
、
よ
り
効
果

的
な
運
用
を
進
め
、
空
き

家
の
利
活
用
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　
ま
た
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
は
テ
レ
ワ
ー
ク

等
が
浸
透
し
、
首
都
圏
か

ら
の
移
住
者
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
整
備
を
行
っ
た
。

　
当
町
で
の
暮
ら
し
を
知

る
き
っ
か
け
と
し
て
有
効

で
あ
る
た
め
、
他
自
治
体

の
取
り
組
み
等
を
参
考
に

検
討
す
る
。

問
　
核
家
族
化
が
進
み
、

家
族
の
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
今
ま
で
よ

り
も
困
難
な
相
談
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

介
護
相
談
体
制
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
相
談
支
援
体
制
の
要

は
、
主
任
介
護
支
援
専
門

員
な
ど
の
専
門
職
で
あ
る

が
、
人
材
不
足
と
い
う
課

題
が
あ
る
。

　
よ
り
高
度
な
支
援
技
術

を
有
す
る
人
材
を
配
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

次
期
介
護
保
険
計
画
策
定

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
者
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
た
め
、
在
宅
介
護

者
へ
の
支
給
枚
数
拡
大
や
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
へ
の

支
給
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答
　
紙
お
む
つ
を
常
時
使

用
し
て
い
る
方
の
現
状
を

的
確
に
把
握
し
、
５
年
度

に
策
定
す
る
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
の
中

で
、
支
給
金
の
増
額
や
支

給
範
囲
の
拡
大
等
を
検
討

し
て
い
く
。

な
る
が
、
働

く
場
の
情
報

や
、
こ
ど
も

園
、
保
育
園
、

小
学
校
、
放

課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の

移
住
環
境
へ

の
対
策
は
考

え
て
い
る
か
。

答
　
移
住
に

よ
る
受
け
入

れ
態
勢
に
つ

い
て
、
園
で

は
定
員
を
増

駅
西
団
地

移
住
環
境
対
策
は

地
方
ら
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
提
案
を

介
護
相
談

支
援
体
制
の
拡
充
を

紙
お
む
つ
支
給
の

拡
大
を

一 般 質 問



2023.4.20－ 14 －

数 馬 治 男　議員

町長　財政調整基金が少ないためである

問
　
町
長
は
選
挙
公
約
と

し
て
学
校
給
食
の
無
償
化

を
掲
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
中

で
は
、
財
源
と
し
て
１
億

１
０
０
０
万
円
を
要
す
る

と
し
て
、
12
月
議
会
で
は
、

「
令
和
５
年
度
は
３
割
か

ら
５
割
程
度
の
実
施
と
す

る
」
と
回
答
し
た
。

　
し
か
し
令
和
５
年
度
予

算
で
は
、
第
３
子
以
降
給

食
無
料
化
事
業
と
し
て
４

９
３
万
円
し
か
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
１
億

１
０
０
０
万
円
の
５
％
に

も
満
た
な
い
。

　
な
ぜ
、
議
会
答
弁
か
ら

後
退
し
た
内
容
に
な
っ
た

の
か
。

答
　
過
去
の
質
問
に
は
、

「
３
割
程
度
か
ら
段
階
的

に
始
め
、
任
期
中
に
は
完

全
実
施
し
た
い
」
と
答
弁

し
て
い
る
。

　
不
測
の
事
態
に
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
財
政
調

整
基
金
が
少
な
い
こ
と
か

ら
第
３
子
以
降
と
し
た
。

問
　
個
別
具
体
的
な
公
約

の
２
番
目
と
し
て
、
置
賜

総
合
病
院
ま
で
の
足
の
確

保
を
挙
げ
て
い
る
。

　
４
年
度
は
利
用
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

５
年
度
の
施
政
方
針
で
は
、

実
証
実
験
を
行
う
と
表
明

さ
れ
た
が
、
予
算
の
裏
付

け
、
具
体
的
な
進
め
方
や

内
容
は
ど
の
よ
う
な
計
画

か
。

答
　
先
ご
ろ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
に
よ
っ
て
、
デ

マ
ン
ド
交
通
延
伸
の
実
証

運
行
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　
関
係
機
関
と
の
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
制
度
設
計

を
行
い
、
運
行
会
社
へ
の

協
力
依
頼
等
を
整
え
、
実

行
可
能
と
な
っ
て
か
ら
予

算
化
を
行
う
。

問
　
個
別
具
体
的
な
公
約

の
３
番
目
と
し
て
「
優
し

く
親
切
な
役
場
に
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
町
民
に
対
し

て
、
優
し
く
親
切
な
役
場

職
員
と
い
う
意
味
で
あ
る

と
思
う
。
こ
う
し
た
町
長

の
思
い
を
具
体
的
に
ど
う

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

答
　「
優
し
く
親
切
な
職

員
」
と
は
、
公
僕
で
あ
る

職
員
と
し
て
基
本
的
に
持

ち
合
わ
せ
て
お
く
べ
き
こ

と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
今
後
に

お
い
て
も
町
民
の
皆
様
か

ら
信
頼
さ
れ
る
優
し
く
親

切
な
職
員
で
あ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い

く
。

学校給食無償化

　なぜ進まないのか　　

▲どう進める学校給食無償化

▲優しく親切な役場に向けて

置
賜
総
合
病
院
ま
で

足
の
確
保
対
策
は

優
し
く
親
切
な
役
場

に
向
け
て

一 般 質 問

2023.4.20 － 15 －

町長　答申に沿って慎重に進めていく

菊 地 英 雄　議員

▲児童数の減少が進む中で、将来に向けた小学校のあり方が問われている

問
　
児
童
数
減
少
が
続
く
。

将
来
の
町
内
小
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
前
町
長

か
ら
教
育
委
員
会
へ
の
諮し

問も
ん

に
対
し
、
２
年
前
に
町

へ
答
申
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
こ
の
答
申
に
対

す
る
取
り
扱
い
、
進
め
方

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
　
具
体
的
な
進
め
方
ま

で
至
っ
て
い
な
い
が
、
出

さ
れ
た
答
申
に
沿
い
な
が

ら
、
町
と
し
て
の
整
備
計

画
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
。

　
方
針
を
出
す
上
で
町
民

意
見
を
聞
い
て
い
く
考
え

だ
が
、
中
学
校
と
違
い
小

学
校
は
地
域
の
拠
点
で
も

あ
る
た
め
、
統
合
す
る
し

な
い
に
関
わ
ら
ず
慎
重
に

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
答
申
で
は
、
保
護
者

や
地
域
住
民
と
課
題
の
精せ
い

緻ち

な
分
析
、
議
論
と
共
に

丁て
い

寧ね
い

な
対
話
に
よ
る
合
意

形
成
に
期
待
し
て
い
る
。

　
検
討
で
は
、
的
確
な
情

報
提
供
に
よ
る
町
民
意
向

を
十
分
踏
ま
え
た
整
備
方

針
を
立
て
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
　
ま
ず
は
ご
意
見
を
伺
う
か
が

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
際
必
要
と
な
る
児
童

数
の
推
移
や
、
校
舎
の
維

持
管
理
費
用
な
ど
の
情
報

整
理
が
必
要
と
考
え
る
。

　
学
校
の
主
役
で
あ
る
今

の
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
方

向
性
を
見
い
だ
し
て
い
き

た
い
。

 

問
　
今
後
、
老
朽
化
が
進

む
学
校
施
設
の
現
状
と
、

財
政
上
か
ら
の
総
合
的
な

施
設
整
備
計
画
を
見
据
え
、

大
ま
か
な
年
次
行
程
を
示

す
べ
き
で
あ
る
。

　
い
つ
ご
ろ
ま
で
関
係
者

や
町
民
意
見
を
反
映
し
た

整
備
計
画
を
目
指
す
の
か
。

答
　
令
和
５
年
度
に
見
直

し
を
行
う
個
別
施
設
計
画

に
反
映
し
た
い
。

　
設
置
者
で
あ
る
町
長
と

し
て
、
児
童
の
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
最
優
先
に
考

え
、
学
校
の
老
朽
度
も
考

慮
し
、
個
別
施
設
計
画
に

よ
り
整
備
計
画
手
法
も
含

め
て
検
討
す
る
。

問
　
当
町
の
「
第
２
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の

期
間
が
終
了
し
て
い
る
。

　
こ
の
期
間
の
成
果
や
課

題
評
価
、
次
期
計
画
の
予

定
は
。

答
　
国
の
公
表
指
標
と
同

様
、
当
町
も
進
ん
で
い
る

と
は
思
え
な
い
。

　
基
本
的
に
プ
ラ
ン
の
内

容
を
第
６
次
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
に
取
り
込

み
、
進
行
管
理
し
て
い
く
。

問
　
指
導
的
地
位
に
女
性

が
占
め
る
割
合
を
高
め
る

社
会
目
標
が
あ
る
。
町
の

審
議
会
や
委
員
会
等
へ
の

就
任
実
績
は
。

　
ま
た
、
町
の
女
性
職
員

の
意
識
向
上
や
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
多
様
な
意
見
反
映

が
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

目
指
し
て
き
た
現
状
は
。

答
　
女
性
委
員
の
登
用
は
、

４
年
４
月
で
25
・
５
％
と

対
前
年
比
で
３
・
８
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
庁
内
の
女
性
職

員
の
係
長
以
上
へ
の
登
用

は
、
現
在
、
全
体
の
33
％

を
占
め
、
２
名
の
課
長
職

も
配
置
し
、
農
業
、
観
光
、

福
祉
、
教
育
等
の
分
野
で

力
を
発
揮
し
て
い
る
。

児童減少化の小学校

将来のあり方をどう考える

て
い
ね
い
な
対
話
に

よ
る
合
意
形
成
を

整
備
計
画
の
目
指
す

目
標
年
次
は

積
極
的
な
女
性
登
用

に
よ
る
意
思
決
定
を

一 般 質 問

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

評
価
と
次
期
計
画
は



2023.4.20－ 16 －

島 津 正 幸　議員

町長　地区外との交流、地域の経済活性化である

▲賑わいが期待される二井宿キャンプ場予定地

問
　
20
年
に
及
ぶ
豚
舎
悪

臭
問
題
の
解
決
を
起
点
に
、

二
井
宿
地
区
の
活
性
化
、

交
流
人
口
の
拡
大
等
を
目

的
に
、
ま
た
豚
舎
跡
地
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
に

予
算
化
さ
れ
た
「
二
井
宿

キ
ャ
ン
プ
場
整
備
事
業
」

の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

は
。

答
　
検
討
委
員
会
の
報
告

書
を
基
本
に
、
次
世
代
の

住
民
に
と
っ
て
の
継
続
的

な
営
み
、
地
区
外
と
の
交

流
地
域
経
済
の
活
性
化
で

あ
る
。

問
　
キ
ャ
ン
プ
場
の
維
持

管
理
体
制
は
。

答
　
公
営
施
設
で
あ
る
が
、

管
理
運
営
す
る
民
間
企
業

を
募
集
す
る
。

問
　
５
年
度
目
標
額
に
掲

げ
た
５
億
円
の
達
成
に
向

け
て
、
農
産
物
返
礼
品
の

強
化
を
掲
げ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
施
策
内
容
と
根

拠
は
。

答
　
農
産
物
の
取
り
扱
い

数
と
取
り
扱
い
事
業
者
の

拡
大
に
取
り
組
む
。
金
額

の
根
拠
は
、
各
ふ
る
さ
と

納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
実
績
と
伸
び
率
か
ら

５
億
円
と
積
み
上
げ
た
。

問
　「
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
」
の
実
践
に
当

た
り
、
地
域
と
学
校
の
連

携
は
、
各
地
域
の
特
徴
が

生
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
各
地
区
間
の
一
定

の
ベ
ク
ト
ル
合
わ
せ
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
。

答
　
各
学
校
の
運
営
方
針

は
「
高
畠
町
学
校
教
育
の

目
標
」
「
高
畠
町
学
校
教

育
方
針
」
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
る
。
学
校
運
営
方
針

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
各

地
区
と
も
方
向
性
は
同
じ

と
考
え
て
い
る
。

問
　
地
域
と
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
協
働
活
動
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、
課
題

と
今
後
の
方
向
は
。

答
　
活
動
の
要
で
あ
る
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢

化
が
進
み
、
新
た
な
人
材

の
発
掘
が
課
題
で
あ
る
。

学
校
だ
よ
り
や
参
観
日
な

ど
機
会
を
捉
え
て
協
力
を

お
願
い
し
て
い
く
。

問
　
公
約
に
、
小
中
学
校

の
給
食
無
償
化
、
置
賜
総

合
病
院
等
へ
の
デ
マ
ン
ド

交
通
延
伸
を
掲
げ
て
か
ら

１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
実
現
の
方
針

が
見
え
て
こ
な
い
。

　
今
後
の
実
現
に
向
け
て

の
町
長
の
決
意
は
。

答
　
公
約
の
重
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。

　
任
期
期
間
中
に
実
現
で

き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

二井宿キャンプ場

整備の基本コンセプトは

地
域
と
連
携
し
た
学

校
教
育
の
推
進
を

地
域
学
校
協
働
活
動

に
お
け
る
課
題
は

町
長
の
公
約
実
現
に

向
け
て

ふ
る
さ
と
納
税
５
億

円
達
成
に
向
け
て

一 般 質 問

2023.4.20 － 17 －

町長　デジタルドリル、オンライン学習の活用

山 木 由 美　議員

問
　
全
国
的
に
児
童
生
徒

数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
増

加
し
て
い
る
。

　
当
町
で
は
ひ
と
り
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
支

給
さ
れ
て
い
る
が
、
不
登

校
の
児
童
生
徒
に
は
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
。

答
　
家
庭
に
お
い
て
デ
ジ

タ
ル
ド
リ
ル
等
で
の
主
体

的
な
学
習
や
、
所
属
学
級

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、

授
業
に
合
わ
せ
た
学
習
に

活
用
し
て
い
る
。

問
　
当
町
で
は
、
地
域
と

共
に
よ
り
良
い
学
校
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
導
入
し
て
い
る
。
地
域

の
人
た
ち
の
力
を
借
り
た

支
援
体
制
は
取
ら
れ
て
い

る
の
か
。

答
　
今
後
、
必
要
に
応
じ

て
学
校
運
営
協
議
会
等
で

検
討
し
、
学
校
と
地
域
が

連
携
し
て
不
登
校
の
未
然

防
止
、
早
期
回
復
に
つ
な

が
る
活
動
づ
く
り
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
以
前
、
他
議
員
の
質

問
に
対
し
「
環
境
の
改
善

を
検
討
す
る
」
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。
令
和
５
年
度

の
体
制
と
し
て
ど
の
よ
う

な
環
境
改
善
を
行
う
の
か
。

答
　
現
在
の
適
応
指
導
教

室
の
室
内
環
境
を
改
善
す

る
と
共
に
、
各
地
区
公
民

館
な
ど
社
会
教
育
施
設
へ

の
出
張
等
に
よ
り
、
学
校

に
足
が
向
く
よ
う
、
よ
り

良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

問
　
ひ
き
こ
も
り
は
、
早

期
の
支
援
が
早
期
の
社
会

復
帰
へ
つ
な
が
り
、
長
期

化
を
防
ぐ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
定
義
は
「
仕
事
や

学
校
に
行
か
ず
、
家
族
以

外
の
人
と
ほ
と
ん
ど
交
流

せ
ず
に
６
か
月
以
上
続
け

て
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
状
態
」
と
な
っ
て
い

る
。

　
６
か
月
以
上
の
ひ
き
こ

も
り
は
、
早
期
支
援
に
つ

な
が
ら
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

問
　
東
京
都
江
戸
川
区
で

は
、
実
態
調
査
対
象
の

24
万
人
余
り
に
直
接
郵
送

し
、
回
答
の
な
か
っ
た
人

を
直
接
訪
問
し
て
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

　
実
態
の
把
握
が
確
実
な

支
援
に
結
び
付
く
こ
と
か

ら
、
当
町
の
調
査
は
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の

か
。

問
　
以
前
の
調
査
で
、
約

70
世
帯
が
何
ら
か
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
い
う
結

果
が
あ
っ
た
。
訪
問
な
ど

に
よ
る
実
態
を
把
握
し
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ

た
の
か
。

　
な
お
、
今
後
の
調
査
結

果
を
受
け
て
の

討
し
た
い
。

　
前
回
の
調
査
か
ら
つ
な

が
っ
て
い
る
方
に
対
し
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提

供
や
呼
び
掛
け
を
し
な
が

ら
、
個
別
支
援
を
継
続
し

て
い
る
。

　
調
査
結
果
を
し
っ
か
り

と
検
証
し
て
、
家
族
同
士

の
交
流
事
業
や
民
間
団
体

と
も
連
携
し
た
協
力
体
制

な
ど
、よ
り
細
や
か
な
支
援

を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。

不登校児童への支援体制は

地
域
の
人
た
ち
の

支
援
は

適
応
教
室
の
改
善
は

ひ
き
こ
も
り
支
援
強

化
へ
の
取
り
組
み

一 般 質 問

支
援
策
は
。

答
　
早
期
発
見

か
ら
支
援
に
つ

な
げ
る
こ
と
は

重
要
と
捉
え
て

い
る
。
５
年
度

に
実
施
す
る
実

態
調
査
で
は
、

前
回
の
調
査
を

踏
ま
え
な
が
ら

も
、
よ
り
幅
広

く
実
態
を
把
握

で
き
る
よ
う
、

調
査
項
目
と
内

容
に
つ
い
て
検

▲早期支援で明るい未来を
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秋
　
葉
　
晶
　
子

委
　
　
員
　
　
伊

澤

良

治

菊

地

英

雄

関

　

陽

介

 二井宿で暮らし始めて２度目の春を迎えま
した。
 移住してすぐに、公民館運営委員会やわく
わくプロジェクトの仲間に入れていただいた
ことで、多くの方とつながりができました。
地域の方とふれあいの中で、二井宿は魅力的
な場所だとつくづく感じています。私が求め
ていた自然環境の素晴らしさだけでなく、こ
こで暮らす方々の温かさや優しさこそが、魅
力であり財産であると思います。
 この秋に二井宿小学校は創立 150 周年を迎
えます。３世帯同居が多く、子どもの親だけ
でなく、祖父母も同じ小学校に通っているな
んて…。地域の住民のほとんどが移住者で
あった私の地元では想像すらできない環境な
のです。
 私の出身地である町田市の人口は 43 万人
ほどですが、市内には過疎化が進んでいて対
策が必要な地域もいくつかあります。その一
つに私が生まれ育ったマンモス団地が含まれ
ています。昭和 40 年代に建てられた箱型の
５階建の建物は、エレベーターがなく老朽化
も進み、近隣にできた高層マンションや戸建

「移住生活の魅力」伝えたい
てへの転居で退
去する人が増え
る一方です。こ
こでも住民の高
齢化が進んでい
て、地域ごとの
過疎化は都市部
でも起きている
のです。どんな
所でもその土地

髙﨑さと子　さん
（二井宿）

お気軽にお問い合わせください。

６月定例会を
傍聴しませんか

６月７日㈬～1６日㈮までの予定です
議会事務局 ＴＥＬ.５２-４４８５

　
前
副
議
長
の 

鏡 

善
弘 

議

員
が
２
月
20
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た

　
謹
ん
で

ご
冥
福
を

お
祈
り
い

た
し
ま
す

の魅力が外部に伝わればにぎわうはずです。
 私は二井宿で暮らしたいと思ってやって来
ました。こういう場所で子育てがしたいと
ずっと思い描いてきました。地区の皆さんは
『ここは何もない』と言いますが、魅力がた
くさんそろっています。最近はそんな魅力の
発掘のお手伝いができているかな、と感じら
れるようになりました。“交通の便が良い場
所＝快適な暮らし”とは限らないのです。私
は今、自分が思い描いていた理想の暮らしに
どんどん近づいています。その魅力を発信し
ていきたいと思います。
 ここでの暮らしが大好きです。
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